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本稿では、現在我々が取り組んでいる空間線量率と計測位置を併せて収集するための基盤技術およびシステ

ム開発の現状について紹介する。 
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1. 緒言 

廃炉作業を安全、着実な推進を行うためには，作業空間内の放射線状態の把握は重要となる．このためア

クセス可能なエリアで得られた空間線量率をもとに推定を行う必要があるが、その際に空間線量率と計測位

置を併せて取得ができれば作業の効率化や推定精度の向上に貢献できる．本稿ではこれを実現することを目

的とした基盤技術やシステムの開発状況について述べる。 
2. 開発している技術およびシステム 

搬送型データ計測ユニット [1]として，空間線量率と計測位置のオンライン取

得のために、空間線量率センサと 3D マッピングユニットを組み込み計算機

(Ubuntu Linux OS上に Robot Operating Systemをインストール）と独自開発した

ソフトウェアを介してシステム統合したプロトタイプを開発（図 1）し、基本的

なデータ計測検証実験を行っている。また、遠隔操作型データ計測システム（図

2）として、前述のデータ計測ユニットの構成要素をベースとして、空間線量率

センサ位置を上下方向に調節可能な直動リフト機構を移動ロボット上に搭載し

た遠隔操作型データ計測システムについて現在設計を終え、開発に取り組んで

いる。移動ロボットの推定位置・姿勢と直動リフト機構の長さに基づいた空間線

量率と計測位置の収集機能実現を目指している。いずれも、計算に用いるために

空間線量率と計測位置の同時取得手段を提供するものである。 

3. 結論 

本稿では、空間線率と計測位置の同時取得を行う基盤技術とシステムの開発状況を紹介した。今後は開発

技術およびシステムを用いた計測精度評価実験を行う予定である。 
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図 1 搬送型データ計測

ユニットの外観 

 

図 2遠隔操作型データ

計測システム概念図 
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